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第 １  市     勢 

１ 沿   革 

 須賀川市は、福島県のほぼ中央に位置し、阿武隈川と釈迦堂川流域の丘陵に開かれ

た街です。 

 その歴史は古く、旧石器時代の乙字ヶ滝遺跡を始めとして、縄文弥生時代の出土品

も多種多様なものがあり、先住民族がこの地に居住し、古代文化を築いていたことが

うかがわれます。 

 鎌倉時代には、二階堂氏の領地となり約４００年間その支配下にありましたが、天

正年間伊達政宗によって須賀川城は落城し、二階堂氏は滅亡しました。 

 その後は、幾多の変遷を経ながら庶民の町として、また奥州街道の宿場町として物

資の集散が盛んに行われ、地方産業経済・文化の中心となり、東北屈指の商業都市と

して栄えてきました。 

 明治９年に本町、中町、北町及び道場町が合併し、須賀川村となり、同２２年の町

村制実施により森宿村の一部を合併して須賀川町が発足しました。 

 昭和２９年３月、須賀川町と隣接の浜田、西袋、稲田、小塩江の４か村が合併し市

制を施行、翌３０年３月に仁井田村、同４２年に大東村と合併して、人口５万４千人

を数える県下第５位の都市に躍進しました。 

 さらには、平成１７年４月１日、隣接する長沼町、岩瀬村と合併し、人口は８万人

となりました。 

このように着実な発展を続ける本市は、東北縦貫自動車道や東北新幹線が通るとと

もに福島空港を有し、福島空港からは、現在、札幌、大阪の国内定期路線が就航して

おり、県内で最も高速交通条件に恵まれた地域であると同時に国際交流の拠点地域と

なっています。 

 一方、豊かな自然にも恵まれ、須賀川牡丹園や藤沼湖自然公園、いわせ悠久の里な

ど県内でも有数の施設を有し、県内はもとより全国各地からも多くの皆様が訪れてい

ます。 

 本市に未曾有の被害をもたらした東日本大震災から着実に立ち上がり、創造的復興

からの「次の１０年」という新たなステージを迎える中、人口減少、少子高齢化の進

行、急速なデジタル化、頻発する自然災害及び新型コロナウイルス感染症等、社会環

境は大きく変化しております。 

本市では、令和５年度を初年度とし、１０年後を見据えながら、時代潮流、社会経

済情勢の変化等に的確に対応できるよう、今後５年間のまちづくりの指針となる、須

賀川市第９次総合計画「須賀川市まちづくりビジョン２０２３」を令和４年１２月に

策定しました。 

 本市は、この総合計画の将来都市像である「共につくる 住み続けたいまち すか

がわ」の実現に向け、市民をはじめ、地域、事業者、行政、そして本市に関わる全て

の人と協働し、須賀川への愛着と誇り「シビックプライド」にあふれ、全ての人にと

って「住み続けたいまち」であり続けることを目指してまいります。 
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２ 市民憲章、市の木・花・鳥 

 

市  民  憲  章 

東洋一の牡丹園を誇りとする須賀川市は 豊かな自然と史跡に富んだまちです。 

市民一人一人が郷土を愛し、明るく住みよい進歩発展する須賀川市の未来を 

めざして市民憲章を定めます。 

１ 自然を愛し まちや川を美しくしましょう 

１ 笑顔と親切で 明るい社会をつくりましょう 

１ 正しい道を歩み 勤労をたっとびましょう 

１ よく学び 教養と文化を高めましょう 

１ きまりを守り 文化財や公共物を大切にしましょう 

 

                           （昭和５６年５月制定） 

  

・ 市 の 木   赤  松 

 ・ 市 の 花   牡  丹 

 ・ 市 の 鳥   かわせみ 
 

 

３ 位   置 

市役所の位置 東経１４０°２２´ 北緯３７°１７´ 海抜２６２ｍ 

広 が り 東西 ３７．９ｋｍ  南北 １６．５ｋｍ 

面   積 ２７９．４３ｋ㎡ 

 

 

４ 地目別面積 〔令和４年度固定資産概要調書〕         （単位：k㎡） 

田 畑 宅地 池沼 山林 原野 雑種地 その他 計

計 61.53 26.03 18.07 2.06 99.80 6.83 11.78 53.33 279.43

構成比 22.0% 9.2% 6.6% 0.7% 35.7% 2.4% 4.2% 19.1% 100.0%

 



 

 - 3 - 

５ 人口と世帯 〔国勢調査、福島県現住人口調査〕      （単位：世帯、人） 

計 旧須賀川市 旧長沼町 旧岩瀬村 計 旧須賀川市 旧長沼町 旧岩瀬村

H12国調 23,162 20,185 1,524 1,453 79,409 66,747 6,451 6,211

H17国調 24,726 21,717 1,572 1,437 80,364 68,119 6,359 5,886

H22国調 25,792 79,267

H27国調 26,345 77,441

R2国調 27,127 74,992

　
世帯数 人　　口

 

  （単位：世帯、人、人／㎢） 

男 女 総　数
H30.10.1 27,089 37,334 38,786 76,120 2.81 272.4

R元.10.1 27,355 37,250 38,572 75,822 2.77 271.3

R2.10.1 27,127 36,781 38,211 74,992 2.76 268.4

R3.10.1 27,293 36,449 37,819 74,268 2.72 265.8

R4.10.1 27,547 36,244 37,556 73,800 2.68 264.1

１世帯当た
りの人口

　 人口密度
人　　　口

世帯数

 

６ 産業別就業人口 〔国勢調査〕                （単位：人） 

就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比

計 5,696 14.4% 5,085 12.4%

旧須賀川市 4,408 13.4% 4,032 11.7%

旧長沼町 599 17.9% 432 13.6%

旧岩瀬村 689 21.5% 621 19.4%

計 14,968 37.9% 15,257 37.3%

旧須賀川市 12,031 36.5% 12,425 36.0%

旧長沼町 1,574 47.0% 1,473 46.3%

旧岩瀬村 1,363 42.6% 1,359 42.3%

計 18,807 47.6% 20,490 50.1%

旧須賀川市 16,495 50.0% 18,011 52.2%

旧長沼町 1,169 34.9% 1,252 39.4%

旧岩瀬村 1,143 35.7% 1,227 38.2%

計 41 0.1% 26 0.1%

旧須賀川市 31 0.1% 3 0.0%

旧長沼町 4 0.1% 21 0.7%

旧岩瀬村 6 0.2% 2 0.1%

計 39,512 100% 40,858 100%

旧須賀川市 32,965 100% 34,471 100%

旧長沼町 3,346 100% 3,178 100%

旧岩瀬村 3,201 100% 3,209 100%

令和2年

第1次産業 3,775 10.2% 2,782 7.6%

平成７年 平成１２年 平成１７年 平成22年

4,613 11.7%

平成27年

3,472

第3次産業 21,031 56.5% 20,929 57.2%21,676 54.7%

第2次産業 11,384 30.6% 10,919 29.8%13,044 32.9%

合計 37,200 100.0% 36,594 100.0%39,614 100.0% 38,610 100.0%

分類不能 1,010 2.7% 1,964 5.4%281 0.7% 1,608 4.2%

9.0%

11,813 30.6%

21,717 56.2%
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 第 ２  議     会 

１ 構  成                  （令和５年１０月１日現在） 

 

（１）議 員 数（現議員任期 R5.9.4～R9.9.3） 

条 例 定 数 現 員 数 

２４人 ２４人 

 

（２）党 派 別 

党派別 自民党 共産党 公明党 無所属 計 

議員数 ３人 ２人 １人 １８人 ２４人 

 

（３）会 派 別                     

会派別 志政会 新政会 
須賀川 

未来会議 
政悠会 

日本共産党 

須賀川市議団 
無会派 計 

議員数 １０人 ５人 ３人 ３人 ２人 １人 ２４人 

 

（４）年 齢 別                       

年齢区分 ３０歳～ ４０歳～ ５０歳～ ６０歳～ ７０歳～ 平均年齢 

議員数 １人 ４人 ６人 １０人 ３人 ５８．６歳 

 

（５）当選回数別 

当選回数 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 計 

議員数 ５人 ８人 ４人 ２人 ０人 ２人 ２人 １人 ２４人 
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（６）常任委員会 

委 員 会 名 定 数 所  管  事  項 

総 務 常 任 委 員 会 ８人 

議会、企画政策部、総務部、財務部、会計課、選挙

管理委員会、監査委員及び固定資産評価審査委員会

の分掌事務並びに他の常任委員会に属さない事務 

経済建設常任委員会 ８人 
経済環境部、建設部（教育財産の建築に関する事務

は除く。）、上下水道部及び農業委員会の分掌事務 

文教福祉常任委員会 ８人 

市民協働推進部、文化交流部、市民福祉部及び教育

委員会の分掌事務並びに教育財産の建築に関する事

務 

議会広報常任委員会 ８人 議会の広報に関する事務 

予 算 常 任 委 員 会 ２３人 当初予算及び補正予算に関する事務 

※議員は総務、経済建設、文教福祉のいずれか１つの常任委員となる。 

 

（７）特別委員会 

委 員 会 名 定 数 調  査  事  項 設 置 年 月 日 

決 算 特 別 委 員 会 ２２人 
決算にかかる審査を実施す

る。 

毎年度９月定例会中

に設置し、結審 

 

（８）議会運営委員会 

ア 構 成 

定数は、８人とする。各会派の構成人数に基づき、議長が会議に諮って指

名した委員をもって構成する。 

議長は、地方自治法第 105条に基づき、副議長は委員外議員として出席す

る。 

イ 開催日 

  定例会：招集日の３日前に開催する。 

ウ 決定事項の他議員への周知方法 

  委員より会派の所属議員に周知する。
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２ 活動状況（令和４年） 

（１）本会議開催状況                   （単位：日、人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

分 
月 会  期 

会議 

日数 

一般 

質問者 
質疑者 討論者 会議時間 

定
例
会 

３月 
(2/17～3/16） 

28 
6 15 7 4 13時間 10分 

６月 
(6/2～6/23） 

22 
6 11 10 2 10時間 17分 

９月 
(9/1～9/29） 

29 
6 11 16 4 10時間 3分 

１２月 
(12/1～12/22) 

22 
6 13 8 6 11時間 4分 

計 101 24 50 41 16 44時間 34分 
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（２）議決状況                         （単位：件） 

区 

分 

上程件数  議決態様 

市長

提出 

議員

提出 
計 

原案

可決 
否決 同意 

異議 

なし 
認定 承認 了承 

継続

審査 

条例 35  35 35        

予算 26  26 26        

決算 3  3     3    

同意 4  4   4      

推薦 2  2    2     

承認 6  6      6   

報告 17  17       17  

その他 18 1 19 18     1   

意見書  6 6 6        

決議  1 1 1        

計 111 8 119 86  4 2 3 7 17  
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（３）委員会等開催状況                     （単位：回） 

区分    月 
１
月 

２
月 

３
月 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 

計 

会

期

中 

閉

会

中 

 

計 

総   務 

常任委員会 
1 1 1 1 1 2 1  3 1  2 9 5 14 

経 済 建 設 

常任委員会 
1 1 1 1 1 3 1  2 1  2 9 5 14 

文 教 福 祉 

常任委員会 
1 1 2 1  3 1  4  1 2 12 4 16 

議 会 広 報 

常任委員会 
2 1  2  2 1  1 2  1 5 7 12 

予算常任委員会   4   2   2   1 9  9 

議会運営委員会 1 2  1 1 1 1 1 2  1 2 6 7 13 

決算特別委員会 

(R4.9.1～9.29) 
        4    4  4 

議員全員協議会         2    2  2 

会派代表者会議   3   1   1 1 1 1 6 2 8 
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（４） 請願の処理状況 

 

① 令和４年受理分                      （単位：件） 

付 託 

委員会 

受理 

件数 

処 理 状 況 

採択 
一部 

採択 
不採択 取下げ 

継続 

審査 

審議 

未了 

総  務 2 2      

経済建設 2 2      

文教福祉 1 1      

計 5 5      

 

② 前年からの継続審査分               （単位：件） 

付 託 

委員会 

処 理 状 況 

採択 
一部 

採択 
不採択 取下げ 

継続 

審査 

審議 

未了 

総  務       

経済建設 1      

文教福祉       

計 1      
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３ 議会運営 

（１）本会議議事運営 

区

分 
本 会 議 休会 本 会 議 本 会 議 休  会 本 会 議 

内 
 
 
 

容 

開会 

諸般の報告 

会期の決定 

会議録署名議員の

指名 

提案理由説明 

議案

調査 

 

平日 

総括質疑 

 

委員会付託 

一般質問 

常任委員会 

(平日４日) 

予算委員会 

(平日１日)

事務整理 

(平日１日) 

委員長報告 

(質疑、討論、

採決。継続審

査及び調査の

申出) 

閉会 

期

間 
１日 ４日 １日 ３日 ６日 １日 

※ ６月及び１２月定例会の会期は、上表のとおり約２２日間（土・日を含む）で

あるが、９月定例会においては決算審査（予算常任委員会の翌日から３日間）が、

３月定例会においては当初予算審査（各常任委員会の翌日から３日間）が、それ

ぞれ行われるため、約２５日間となる。 

  なお、３月定例会においては、初日提出の補正予算を委員会に付託せず２日目

に先議している。 

※ ３月定例会を除き、おおむね各定例会開催月（６月、９月、１２月）の最初の

木曜日を初日とする（３月定例会は、２月末で状況に応じて調整）。 

 

（２）予算及び決算の審査方法 

  ア 予 算 

    当初予算・補正予算ともに、予算常任委員会において審査する。 

 

  イ 決 算 

    ９月定例会において設置される決算特別委員会に付託し、定例会中に審査

する。 

 

（３）一般質問 

  ア 通告期間 

    原則として招集告示日の２日前から５日間（土日・祝日を除く）とする。

ただし、３月定例会の市長の施政方針関連の質問事項のみ、通告者に限り追

加を認める。 

   ※ 通告予定者は、事前調査を行うこととする。 

     事前調査期間は、原則として、招集日のおおむね３週間前から招集告示

日の３日前までとする。 
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イ 質問順序 

    議会運営委員会において抽選し、議長が定める。 

  ウ 通告内容 

    質問の要旨及び具体的事項とする。ただし、会議においてその審査を委員

会に付託する事件及び現在委員会において審査中の事件については質問し

ないことを例とする。 

  エ 時間及び回数制限 

    １人４５分までとし、大項目方式による一問一答制とする。 

  オ 関連質問  認めない。 

 

（４）総括質疑 

  ア 通告時期 

    招集日の３日後の正午までに通告する。 

  イ 時間及び回数制限 

    同一議題につき１人３回までとする。（時間制限なし） 

 

（５）請願 

  ア 受付期限 

    招集告示日の翌日まで受付したものを当該会期において取り扱う。 

  イ 紹介議員 

     自己の所属する委員会に係る請願の紹介議員になることを原則として差 

し控えることを例とする。 

  ウ 通知 

    採択、不採択等を、文書により通知している。 

  エ 市からの議会に対する処理報告 

    次期定例会に処理状況が報告される。 

 

（６）陳情 

   原本の写しを全議員に配布する。 

 

（７）委員長報告 

  ア 報告の時期  会期最終日 

  イ 内容 

    議案の要旨、請願の趣旨を含めて審査の経過と結果について報告している。 
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４ 傍  聴 

 （１）本会議 

   須賀川市議会傍聴規則に基づき、一般席４０人、みんなの傍聴席４人、車椅子 

使用者用スペース３人（報道関係者席５人）まで傍聴できることとしている。傍

聴者には受付簿に住所、氏名の記載を求めている。 

また、本会議の模様は、インターネットでライブ及び録画により中継している。 

 （２）委員会 

   須賀川市議会委員会傍聴規程に基づき、８人まで傍聴できることとしている。 

傍聴者には受付簿に住所、氏名の記載を求めている。 

（３）傍聴者数 

年 平成 30年 
平成 31年・

令和元年 
令和２年 令和３年 令和４年 

傍聴者数 ２９２人 ３６３人 ２３６人 ２２５人 １８５人 

 

５ 報酬及び旅費等 

（１）議員報酬及び特別職等給料 

区  分 報 酬 月 額 区  分 給 料 月 額 

議   長 ５０９，０００円 市   長 １，０００，０００円 

副 議 長 ４５１，０００円 副 市 長   ７７４，０００円 

議   員 ４２３，０００円 教 育 長   ６９８，０００円 

（平成２２年４月１日適用） 

（２）費用弁償等 

区  分 金      額 適 用 年 月 日 

日  当 ３，０００円 平成２年１０月１日 

宿 泊 料 
甲地方  １４，８００円 

乙地方  １３，３００円 
平成２年１０月１日 

期末手当 
  ６月 報酬月額×120/100×160/100 

１２月 報酬月額×120/100×165/100 
令和４年１２月２２日 

（３）調査旅費 

   国内行政調査旅費 

    ・常任委員会（予算委員会を除く）  １人当たり  ８７，０００円／年 

・議会運営委員会          １人当たり  ５０，０００円／年 

・議会広報常任委員会        １人当たり  １９，３００円／年 

・特別委員会            １人当たり   ３，０００円／年 

（４）政務活動費             １人当たり  ３０，０００円／月 
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６ 議員定数の推移 

期  日 内       容 人  口 

昭和２９年 

３月３１日 

１町４か村合併により須賀川市誕生。合併町

村議会の議員数は合わせて８９人となり、合

併後１年の任期をもって市議会議員となる。 

（１人中途失職） 

(S29.10.1 現在) 

４２，３１１人 

昭和３０年 

３月１０日 

仁井田村合併。村議会議員１４人を追加し、

議員数は１０２人となる。 

 

昭和３０年 

３月２９日 

市制施行後初の市議会議員選挙が執行され、

この選挙に限り中選挙区制を採用した。 

議員定数は、３０人となる。 

(S30.10.1 現在) 

４７，４６１人 

昭和３４年 

３月２９日 

第２回市議会議員選挙より大選挙区制となる。 

議員定数は、３０人。 

(S34.10.1 現在) 

４８，００８人 

昭和３８年 

３月２５日 

議員定数減少条例制定（市長提出議案） 

法定数３０人を２６人とした。 

（昭和３８年３月２５日条例第１５号） 

(S38.10.1 現在) 

４６，５４７人 

昭和４２年 

２月１日 

大東村合併。村議会議員１６人を追加し、議

員数は３９人となる。 

(S42.2.1 現在) 

５４，１２８人 

昭和４２年 

３月２７日 

議員定数減少条例制定（市長提出議案） 

法定数３６人を３０人とした。 

（昭和４２年３月２７日条例第２４号） 

 

昭和５８年 

３月２３日 

議員定数減少条例制定（議員提出議案） 

法定数３６人を２６人とした。 

（昭和５８年３月２３日条例第２０号） 

(S58.4.1 現在) 

５８，０５７人 

平成１４年 

９月２５日 

議員定数条例制定（議員提出議案） 

定数を２６人とした。 

（平成１４年９月２５日条例第２４号） 

(H14.4.1 現在) 

６７，２９７人 

平成１７年 

４月１日 

長沼町・岩瀬村合併。 

在任特例期間中の定数を４８人とした。 

（平成１９年４月２９日まで） 

(H17.4.1 現在) 

８０，２４０人 

平成１７年 

１２月２７日 

市議会基本条例の一部改正（議員提出議案） 

定数を２８人とし、次回選挙から適用する。 

（平成１７年１２月２７日条例第６６号） 

(H17.12.1 現在) 

８０，４１９人 

平成２６年 

１２月２６日 

市議会基本条例の一部改正（議員提出議案） 

定数を２４人とし、次回選挙から適用する。 

（平成２６年１２月２６日条例第４０号） 

(H26.12.1現在) 

７６，９６０人 
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７ 会 議 録 

（１）調製方法 

反訳作業のみ委託 

 

（２）委託料 

令和３年度 契約単価 

 本会議  １時間当たり １７，０５０円（消費税 10％込み） 

委員会  １時間当たり １３，７５０円（消費税 10％込み） 

 

令和４年度 契約単価 

 本会議  １時間当たり １７，０５０円（消費税 10％込み） 

委員会  １時間当たり １３，７５０円（消費税 10％込み） 

 

（３）作成部数 

正本１部、副本２部 

平成２３年分より、配付用の製本は行わないこととした。 

 

（４）インターネット公開 

市議会ウェブサイトに会議録を掲載。平成１９年度から会議録検索システム

を導入するとともに、本会議の模様をライブ・録画中継している。 

 

８ 広  報 

（１）議会だより （議会広報委員会の編集・発行） 

   ア 発行日及び発行回数 

     原則として、定例会開催前月の１５日を発行日とし、年４回発行 

   イ 配布方法 

     須賀川市広報に準ずる。（市の嘱託員を通じて全戸に配布） 

   ウ 規 格 

     Ａ４判、カラー印刷、１２ページ、再生紙利用 

 

（２）市議会ウェブサイト 

   本会議、委員会等の内容を随時発信している。主な掲載内容は以下のとおり。 

ア 市議会のしくみ 

  ・本会議と委員会、議会の構成、議会の運営、議会関係の例規など 

イ 議員の紹介 

  ・正副議長、議員名簿など 

ウ 会議の情報 

  ・議会の予定、会議の結果、お知らせ 
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エ 議会中継 

  ・本会議ライブ中継、録画配信 

オ 会議録検索 

  ・本会議、委員会 

カ 議決結果 

  ・議案等一覧、意見書・決議一覧、請願・陳情一覧 

キ 広報、傍聴 

  ・議会だより、傍聴の御案内、議場見学の御案内など 

ク 委員会の活動内容 

  ・委員会の行政調査報告、過去に設置された特別委員会 

ケ 情報公開 

  ・議会改革の取組、議長交際費、政務活動費など 

コ 行政視察の御案内 

 

９ 議会事務局機構 

  定数 ８人  現員 ７人 

                      総務係（２人）事務局専門員（１人） 

 

 事務局長      事務局次長（１人）     

           

                      議事調査係（２人） 
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（単位　千円）

令和５年度 令和４年度

増減額 伸び率
(C)=(A)-(B) (C)/(B)

34,000,000 31,700,000 2,300,000 7.3%

40,944 34,241 6,703 19.6%

5,910 5,500 410 7.5%

5,794 5,823 △ 29 △ 0.5%

9,572 10,967 △ 1,395 △ 12.7%

11,114 11,103 11 0.1%

3,762 4,134 △ 372 △ 9.0%

7,514,815 7,639,049 △ 124,234 △ 1.6%

7,040,850 6,989,302 51,548 0.7%

880,468 842,784 37,684 4.5%

15,513,229 15,542,903 △ 29,674 △ 0.2%

49,513,229 47,242,903 2,270,326 4.8%

収　　　入 1,972,315 1,936,287 36,028 1.9%

支　　　出 2,041,023 1,905,369 135,654 7.1%

収　　　入 983,053 355,772 627,281 176.3%

支　　　出 1,604,880 1,245,155 359,725 28.9%

収　　　入 2,267,108 2,165,205 101,903 4.7%

支　　　出 2,222,422 2,132,846 89,576 4.2%

収　　　入 1,001,044 1,209,880 △ 208,836 △ 17.3%

支　　　出 1,723,300 1,912,252 △ 188,952 △ 9.9%

国民健康保険

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区分
 
会計名称

前　年　度　比

下

水

道

事

業

会

計

収益的

資本的

計

水
道
事
業
会
計

収益的

資本的

第　３　　財　　　　　政

予算額(A) 予算額(B)

小塩江財産区

１　令和５年度須賀川市各会計別当初予算比較表

特
別
会
計

介護保険

後期高齢者医療

特別会計　計

一　　般　　会　　計

市営墓地事業

特定地域戸別合併処理浄化槽整備事業

中宿財産区

西袋財産区

長沼財産区
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（単位　千円）

増減額 伸び率
(C)=(A)-(B) (C)/(B)

1 市税 9,484,902 27.9% 9,282,202 29.3% 202,700 2.2%

2 地方譲与税 494,465 1.5% 497,465 1.6% △ 3,000 △ 0.6%

 地方揮発油譲与税 114,000 0.3% 114,000 0.4% 0 0.0%

 自動車重量譲与税 356,000 1.1% 356,000 1.1% 0 0.0%

 航空機燃料譲与税 5,000 0.0% 8,000 0.0% △ 3,000 △ 37.5%

 森林環境譲与税 19,465 0.1% 19,465 0.1% 0 0.0%

3 利子割交付金 10,000 0.0% 10,000 0.0% 0 0.0%

4 配当割交付金 42,000 0.1% 26,000 0.1% 16,000 61.5%

5 株式等譲渡所得割交付金 19,000 0.1% 19,000 0.1% 0 0.0%

6 法人事業税交付金 156,000 0.5% 152,000 0.5% 4,000 2.6%

7 地方消費税交付金 2,131,000 6.3% 1,969,000 6.2% 162,000 8.2%

8 ゴルフ場利用税交付金 36,000 0.1% 36,000 0.1% 0 0.0%

9 環境性能割交付金 32,000 0.1% 47,000 0.1% △ 15,000 △ 31.9%

10 地方特例交付金 99,000 0.3% 91,000 0.3% 8,000 8.8%

11 地方交付税 8,134,071 23.9% 7,863,615 24.8% 270,456 3.4%

 普通交付税 7,374,000 21.7% 7,114,000 22.4% 260,000 3.7%

 特別交付税 600,000 1.7% 600,000 1.9% 0 0.0%

 震災復興特別交付税 160,071 0.5% 149,615 0.5% 10,456 7.0%

12 交通安全対策特別交付金 10,000 0.0% 10,000 0.0% 0 0.0%

13 分担金及び負担金 135,026 0.4% 147,173 0.5% △ 12,147 △ 8.3%

14 使用料及び手数料 313,396 0.9% 320,719 1.0% △ 7,323 △ 2.3%

15 国庫支出金 4,774,867 14.0% 4,611,078 14.5% 163,789 3.6%

16 県支出金 2,579,629 7.6% 2,658,269 8.4% △ 78,640 △ 3.0%

17 財産収入 37,892 0.1% 48,794 0.2% △ 10,902 △ 22.3%

18 寄附金 81,751 0.2% 61,861 0.2% 19,890 32.2%

19 繰入金 1,598,265 4.7% 1,276,149 4.0% 322,116 25.2%

20 繰越金 500,000 1.5% 500,000 1.6% 0 0.0%

21 諸収入 461,836 1.4% 471,075 1.5% △ 9,239 △ 2.0%

22 市債 2,868,900 8.4% 1,601,600 5.0% 1,267,300 79.1%

34,000,000 100.0% 31,700,000 100.0% 2,300,000 7.3%

２　令和５年度須賀川市一般会計当初予算比較表（歳入）

歳入合計

内
訳

内
訳

予算額(A) 構成比 予算額(B) 構成比

 　　　　　　　 　　　　 区分

款

令和５年度 令和４年度 前　年　度　比
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（単位　千円）

増減額 伸び率
(C)=(A)-(B) (C)/(B)

1 議会費 285,446 0.8% 275,440 0.9% 10,006 3.6%

2 総務費 3,868,781 11.4% 3,658,259 11.5% 210,522 5.8%

3 民生費 12,126,909 35.7% 11,582,343 36.5% 544,566 4.7%

4 衛生費 2,860,402 8.4% 2,757,668 8.7% 102,734 3.7%

5 労働費 38,037 0.1% 27,381 0.1% 10,656 38.9%

6 農林水産業費 1,483,229 4.4% 1,328,281 4.2% 154,948 11.7%

7 商工費 815,083 2.4% 987,142 3.1% △ 172,059 △ 17.4%

8 土木費 3,461,707 10.2% 2,647,430 8.4% 814,277 30.8%

9 消防費 1,359,936 4.0% 1,310,395 4.1% 49,541 3.8%

10 教育費 3,966,466 11.6% 3,463,087 10.9% 503,379 14.5%

11 災害復旧費 293,866 0.9% 331,809 1.0% △ 37,943 △ 11.4%

12 公債費 3,390,137 10.0% 3,280,764 10.4% 109,373 3.3%

13 諸支出金 1 0.0% 1 0.0% 0 0.0%

14 予備費 50,000 0.1% 50,000 0.2% 0 0.0%

34,000,000 100.0% 31,700,000 100.0% 2,300,000 7.3%

３　令和５年度須賀川市一般会計当初予算比較表（歳出）

歳出合計

　　　　　　　　　　　 　区分

款

令和５年度 令和４年度 前　年　度　比

予算額(A) 構成比 予算額(B) 構成比
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第４  市 の 機 構 

１ 職員数・給与 

（令和５年４月１日現在） 

区      分 定   数 現   員 

市 長 部 局 ４７７人 ４３３人 

議 会 事 務 局 ８人 ７人 

選挙管理委員会事務局 ４人 ４人 

監 査 委 員 事 務 局 ３人 ３人 

農 業 委 員 会 事 務 局 ７人 ６人 

教 育 委 員 会 事 務 局 １３６人 １０５人 

公 営 企 業 部 局 ４５人 ３８人 

計 ６８０人 ５９６人 

一

般

行

政

職 

平 均 年 齢 ４１．７歳 

初 任 給 

高 校 卒 １６２，４００円 

短 大 卒 １７３，２００円 

大 学 卒 １９６，１００円 

平 均 給 料 （ 月 額 ） ３１６，２００円 
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